
1.分 類 自主 2.4ま類
:ま

―  ド

)

造 林 実 験 地 設 定 カ
部 瑚蝉 林 署

(1場
1夕 |1伍茅オ筍在ヤ̀

罐験項目(1舗額72γ 4.実 験 目 的
け
押

‐

′久
鐵
滋

咤
翅

僣
久

業
教

ム

網

沼

‐

わ

殊
綱

よ

みたのス人そ′イ|こ

5.

設

定

担 当 区 名 И Jに_ 担当区国 有 林
林 小 班 12`(設定個所見取図)

一
摯
・ 華

、

設 定 者

“

脚
夜 宅 低紛 よ 嗜 Z、飲

面

数
積
量 ′、♂′〃′

設   定
年 月 日

年 (ノ  月 / 日 了

日月
終
年 昭和 年 月 日

６
．

実

験

の

実

施

方

法

/

a)

」
′; iたし夕、りに」彰勿Prォ スィな′ノ1)ヒ

`陶
て

R力 =

(′

'
(P)

ノノ′つ l′
^′

″ ノ

'H41ノ
ア χ/´

‐

7 4/夕  |′

`メ

′ノ

夕、′′|″クr`l′ュο l´ /x′〆 〃

″ /″

′燿′)務 ″Lク lfい、え

掛

地4動 位

紘鵬 ワ亀野 財T

７
．

更

新

植 付 暉尋T廿
れ和ζよヽ 形月だ 日・１

．　
　
地

況

方 位 〆 標 高 ′ノ  ́ π

樹 種 イ タイタ ン 傾 斜 平tをつ  度 基 岩 ″ 彫
苗 木

滋 当 り
植 栽 本 数

竹姓′迦 .歿′η先

土

壌

土 性 れ
気

象

年平均
気 温 /(′/・

ご
・３。
設
定
時
の
植
生

沙シ/1、 〃 θl争久たな入多

ノ
荀生 ′迎ツ. 村物 深  度 ヤ

高
温

最年
気 ′イノ

・ε
8.

施肥

幼  令  木
壮  令  木
成    木

堅密度 ″ 贅最億 ―/イ
`ε

９
．

保
　
　
育

下 刈 湿  度 毛
年 降
水 量 えノ′→クκ

・４
。

そ
　
の
　
他

ZZ憫嘉鰯浙麟切
伐

るつ
除 土壊型 3D(工 )

打
伐

枝
間

土 襲
酸 度

10.実験地の現況

(記載要領) 1.介 畑側は造林実験営林署運営要綱12.(8)、 り、により大別し更に分猥番号側でllllBUす る。

2.設定個所見取図は2万分の1の事業図で実験llbお よびプロツトの設定状況が簡単にわかる程度とする。

3 既設進林地に実験地を設定する場合は新1“から保育迄の経過を作業lJに iE入する。

1 成木施肥実験の場合高林令のため施業の経緯が不lJl瞭 な場合は判り〕する範囲で1こ入する。



督 =
∵

~~
~下

↑
年

iヽ

へ ヽ さ ）́ ＞ い ハ ミ ヽ ベ ド ヽ 母 ″ 　 ゞ よ 今ヽ ヽ ふ 浚 ｅ

ヽ ヽ 懇 ヽ 螢 来 ヽ 飾 丼 ヽ Ｌ ヽ 号 き Ｆ

｀
＼

、
ヽ

◎

＼
  

＼
＼

＼ 一
たヽ

染ヽ
、 い

熙
＞

沐
ヽ え ヽ

ヽ ｂ ゝ

雙 ・

ω ＝

(

冒
オ
~下

~~
下

4



∂
。

―

ヽ 1 ミ ト
  

ヽ

＼
＼

＼

＼
、

＼
＼ ゝ 毎 、 母ゝ

だ
|≡
≡
愛
奎
釜
連
玉
≫

0 
 

つ
―
 ^

●
 ~
 0

添

可 、 ７ 常 、 。 も

ヽ ０
メ

ド ヽ ゞ

） ミ 人 ヽ ヽ ， こ ） 、 、

ヽ ヽ
ト ー 膠

Ｄ

卜 鼠 椴 腰

． 　 　 　 ・ 　 　 　 す 一

一
，

　^ 　 ● 一 　 　 　 　 　 一 ｏ 　 　 　 ・

・ヽ　 　 　 ヽ 　 ヾ

゛ 匈 き 　 　 　 　
，
。 ぃ

爾

ヽ
一 ・

● 　 　 　 ●

ミ や ミ ご 繁 ヾ ヽ 単 卜 登 腎

β ヽ 準
，

ヽ 、 ヾ 鞣 き 押 ・ 総 ≧ ヽ 亀 Ｆ

O 
  
o



頭 「 一一一一一一́ ハ 一Ｎ 紹 軋 濃 職 ｝̈ ギ ヨ 生

一「̈ 一 一 一̈ 一ヽ̈ （ヽ 一（一ヽ い 一̈ “ い い 【 中 朴̈̈ 中̈ 中 一

・ 〓 だ 一 　 ン ， 　 　 ・ 　 ｔ ・ に 、 ｒ ｆ 、ヽ 　 　 　 　 一 ■ ■
¨ 　 　 　 一

一 ■ ．一一 ・〓 卦 翁 猟 諦 碕 摯 一シ ■ 一

一ヽヽ 一 一 ，

，
一ヽ ）ヽ ・ ・

一 ） 一 一 一

一 一 ・

．

一 一 　

´
一 一 一

一 ■

， ．ヽ ，
一　́ 　 〓 　 、 一 一 、 ゝ ■

，―
‐ 卜 一 　 　 　

‘ ‐ 　 ‐ ‐ ‘ ‐ ヽ

摯 「 「 Ｎ 憾 、 さ ヽ

・ノ ヽ い 奪 ・ ・ｒ 二ヽ 「 、 お 　 　 ・
一 一ヽ 一 聰 「ヽ ］ ” 午 い ヽ 一 ヽ 二
、 一 ↑ 血 ボ

⊃
⌒

` 
ヽ

| | |



(憫 花 裸激、〕 昭 和 J7 年 度 技 術 胸 発 実 施
報 告

書

′叡

　

　

題

方
続

規

懸

折 経al≫ 率をぜ,
担
　
　
　
当
一

ヒ津琴
開

発

簡

所

ガ「菰
朗

　

　

　

問

予
　

　

丼

技

術

開

発

経   役
口
“ 名 数 量 JI価 金  額

物 件 費

に竺三生J_

|―

-1`::‐ -1:li― -11:::__

千 円

|一 ツ

菰額イ(蒻
`ツ

)のス■酵i玖

目
　
　
的

衝輛デ|イ蔽 スに なキ慮し`。あ スた財

“

k∫

'1よ
林釘裁方″、セ乃■2

てる。
目

人

ヽ ＼

全 体 計 画 笑 経 過

当 年 度 分

メ(  施  計  rl 晨ヽ 井ミ実 施 智 fhお
.よ び 普及 lilい i

舗籟サポ

1、 滋 キ測生

C檄へ1、IЪ′

袋磯雰僻響残|ぶり下【'商が、夕い。

る鬱を制笙 /、 41グく
｀
あら久どlι基浄ぜと夕1埜

=
卜でム 数 特 |∫′4″11崚
ク
,去

｀`

大 畷ち :♂ιИこ́ 1銑 夕託 嬢 P/L

あ職多′超i ′」 ガ /

ゑネ4■ /// ∠ ′′ /′ ′′ ／
一
す隻ジ1埼 /// Ｍ

一ル
Ｊ一互看′句 クノ 7 /ユ /



様 式
昭 11 r夕 年度技術開発実施t:ξ

書
営林署

Jl・

電

書短別経

`た

鰤 型 鋒 孝
担

当

整林術
開

発

箇

所

以
水
ろ

が

ガ
”

剛

問

″ ～
`“

予

算

利

目

投

衛

開

発

経  費 名 数 畳 l単 価 金   饉

物 件 費

千円| | 自 主

広常樹

“

チイル)はェ節 法

役 務 費
目

　

的

桐甲広ギ都籍資派の邊ガ詳に力均rモの人工史イ昨|ミ より用萩蒲戌ぢ宏
lZ立寸わ        . 人 件 費

人

計
・ ヽ、、、、.、

:

全 体 計 面 実 施 経 過
、  当     年 度 分 .

プ〔 詭 画 実 施 結 果 評価わ。よび普及・il画

|、 ツ喪年友  55千 3月
2.教た面磯 ο・58Hハ
3,‖  1餃  ィチイrシ2年生饉

4`種櫛 宏
アガ形維ユ ο.191141、 900パ

ィ,並 本種 θ,19″ [250″

ウ端 種 0,2D″ 9夕o.

5,ラ多看率ヰぇめるで理うな
ァ,a昴

“

t/ネ子Lルィat根 ,議す
イ、ク 赤土ドロォ ″

ウ レ 煮土づ″カレ・工撃非象マZP噺 ?

オ無終犯

6.調纂璃
奉

アウ城イ気毛  (キ千′/月 〕

4形者ネ 彿鍼同午わ

洛君キ (55尋 9月 設的
ア 97% イ。97・/● ウ90%
工.97% オ・90・/・

職 鶴 齢
F。 (“ ～じフ手診 )

朝舜 項
バ捩受 (:「 月)

″常樹蜘 査(

L旗誡方法フl成教量

聯儡
予7いり■らltろ

なシ眠ケをiフ1で
11t

鞣種伏働多となズ
いわ。

|すηオう不等
ノグ解がらの蒲

t型ル鶴
と[て 下メ

1崎
‐a江

たを子1ろ」

X
夕F/7種 |″J121/″∫ィメルPIィ 1

正末拒|万:`|′ォ″ィ」|クリ

二 種|ィ/2ォルJ″ん

二..イ望|,生之∠二型 ダ′烈

2,力孝樹導入 調 査

ア 自三本
書 レ

イ:Jごうブ trこ しの(4π2ち
)

カ ン ●/本
コジイ タ ″

タ ブ  ゛ ψ



開 発 実 施 車
'告

書
昭 和

`ο

年 度 1支 術
都城 営オ木署

標式  2
品   名 数  笙 単   価 額

33和

∫

“

年度

口召千B

どダ 年度

T

昇

11

目

1支

術

計 l

発

経 腎

経常.1寺 別別 径 孝
担

齢 釆

当

開

発

面

所

震

題

新規
311

窓続

継  続
初 件 詈 調菫月品

口

"杭
/● ●拳

円

′″0

千円
/´

'日
標との関連 |― ウ

酬

“

引ガ
｀
う)の人工貿 4′タ

役 務 青

メ、 件 百

現像.そ の他

職

時
基
幅

i′
″′ハ (    の

|(  /7
日
】
　

的

夕用広澤廓 の盗戌をは力つためlt、人工く荊11ふ b汗は林有戌うjなト

1評価および普及計画
雁 ユ司 わ。

度

実   施     結

1.杉薇方法 1́峯孜
|一

―

ヽ ・ ン 1

ハ
″

一
日
ホ施 経

| 一

一
許

６
〕 l口 |画

全 体

)月 )

椰)ル

薇
　
漱

ス       "■

|夕l少争頑
(l,ユ長垂訓 ユ

蚤

…

l=妥 |

嘱 所;

す彩く]

ィ燿fr色

小く弟世璧

iκlく立不

ゎ1て 1■

を,'「 〈僣三
iうィ崚向i:わら.

7・C工下種′

ぅ了r it.

ｒ

て
″
”

拘

ｔ

4千イがシ「′鰭イ(し 天(‖|`う頑網
力孝杉ギ(カシンダつ善入と

I″
～

タタ千友

lr背撃滉需規 ぷ
秋 鰤

赫 1編航 1櫛鵬

に)面績 θ.5′ ″1

■χ争アす
`年

■

|んそ卑調後

2生孜i罰壺

Ⅲ影沐σ ζ6尋友～

“

ヤ」

1生長量詞螢

T7賢第な9キ友～Л財F′

1壺系ぞ制笙
2広常樹導入‐調笙

型雛
//3

4/ 冠 櫛
う形く

イ′オ1与

"|●
位|e/F_ ″

一
″

,|ン
`

j″ Ч Pi

乖均 712″ ノ

“

lン,,21,ッ が蒻 1,

緑毛罹

7(↑「

1任■
め力 i

ヽ` わ

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形



状 況 写 真 都城 営林署

ハ 子 (直憚‐)

/縦′)生箭択あt

イI夕1(61ア
より

´
笙ウ

l

椎戒木の上省仄亀

区 分

(様 式 6)

√

一
　

　

　

・



(自 主 課 題 )

昭 和 61年 度  技 術 開 発 実 施 報 告 書
熊 本 営 林 局

課

題

新規
男ll

継続
継 続

経常.特別別 経  常
担
　
当
　
課

造 林 課

開

発

箇

所

都 城

期

間

度
　
　
　
　
度

年
　
　
　
　
年

４

　

”　
　
　
４

和
５
　
　
　
和
６

昭
　
　
　
　
昭

予

算

科

目

造

林

費

（育

林
）

経 費 品  名 数  量 単  価 金  額

目標との関連 1～ ウ

物 件 貴 調査用品
円 円

10,300

広葉樹 (イ チイガシ)の人工更新法 役 務 費 現像。その他

人 件 費
職
時

基
臨

(′、 ( 55,876 )
目
　
　
的

有用広葉樹資源の造成をはかるために,人工更新による用材林育成方法を確立する。

計
( 55,876 )

10,300

全 体 計 画 実 施 経 過
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1.イ テイガシを植付し,天然の有用広
葉樹 (カシ,シ イ,タプ)の導入と
保育管理をはかる。

2.育 苗
3.林地植付
4.供試材料 イチイガシ 1回床替 2年

生苗
5。 植付方法 (1)方形植 (2)並木植

(3)巣植
6.活着率促進処理
(1)メ ネデール液浸
(2)赤土 ドロ汁漬
(3)赤土 ドロ汁+メネデール液漬
(4)枝葉の1/2摘出

7。 調査事項
(1)生長量調査
(2)活着率調査

1.試験地設定 (昭和55年 3月 )

(1)場所 遅霧国有林38は林小班
(2)面積  0.58ha
2.調査事項
(1)活着率調査
(2)生長量調査
(3)広葉樹導入調査

1.調査事項
(1)生長量調査
(2)広葉樹導入調査 隔

1.植栽方法別生長量 。生長量について
樹高,根元径,と
もに巣植>並木>
方形植となり,前
年度と順位に変化
はない。
生長率では,樹

高は巣植がや 低ゝ
下したが,根元径
ではや 増ゝ加して
いる。
総体的に方形植

の劣化が目立つて
いる。

設 定 時 61年 11月 生長量

よ
高
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元
め

根
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樹高
(cm)

元
０

根
Ｇ

高
め

樹
＜ｃ

翫
ｍ

方形植 43 7 273 33 230 26

並木植 41 6 318 43 277 37

巣 植 7 335 48 294 41

平 均 42 7 309 41 267 35

( 52)
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広 葉 樹 (イ テ イガ シ)の 人 工 更 新 法

継続 。新規別 継  続 担

　

当

造  、林  課

開発

箇所

都 城 営 林 署

昭和 54年度

平成 元 年度i旨 万ミ・ 自EL男」 自 主

1.目  的

有用広用樹用材林を造成するための、人工更新による用材林施業方法を検討することを目的とし

て試験を試みた。

2.試験 地 設 定

(1)設  定  昭和 55年 3月

(の 場  所  宮崎県北諸県郡高城町有水 遅霧国有林 38は林小班

(3)面  積  0.58んα

に)地   況  標高 220m、  基岩 砂岩 、 土壌型 BD(d)

(D 林  況

前生樹の林況

イテイカシ、 コジイ、タブ、その他広 110年生、んα当 り278ぽ の天然林伐跡地

(6)プ ロッ ト設定方法

植付け方式別に次の 3プ ロットを設定

フ
゜
ロ ッ ト 面 積 植栽本数 んα当り本数 植 栽 方 式

方 形 植 0.19 0 10,000 1.0″ × 1.0″

並 木 植 0.19 1,250 61667 0.6axl.2″  条間 2.5m

巣 植 0.20 950 4,756 0.6″ XO.6凛 4本植、巣間 2.9燿

計 0.58 4,100

プロット設定図

方 形 植
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3.調 査結 果

(1)活着率調査 (昭和 55年度 )

:・ Li'｀ご オ`
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j

οsゝ q毎牲なぇ、もゃ7.17

0く

`さ

ム九 ミFゝ 壺¨
弓
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糧鴫職ギ |

電み_ヽ 地ネータ今1年ご
′
鵡 うゝ、め験為ぶぃ零?お

う。
°663士ン憤:

嚇 1憲駒
イ%ギ )38ネ、
コソイ |もネ、
ク7い  3本

刈
　
伐

育

下
　
除

56～ 60年度、毎年の 5回実施 した。

63年度  1回実施

`注
)全 般的に活着率がよく、処理方法別の差は少なかった。

9

Ⅲ

（巣
　
植
）

Ｉ

（
並
本
植
）

Ｉ

（
方
形
植
）

活 着 促 進 処 理 方 法 別 活 着 率 %

C)堀取後メネデール液に根を漬す 97

② 堀取後赤土 ドロ汁に根を漬す ウ
′

（
υ

③ 堀取後赤土 +メ ネデールに根を漬す ハ
υ

④ 樹高の レ2以下の枝葉を摘去 したもの ０
フ

⑤ 無 処 理 ハ
υ

Ｏ
ソ
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(2)成長量調査 (植栽木)

5ケ ン,さ 位 IC″

区  分

設 定 時 57年 度 58年 度 5セr年 度
樹  高 根元直径 樹 高 根  元 樹 高 根 元 樹  高 根 元

方 形 植
″
仕

ハ
υ 134 173

並 木 植
０
０ 133 188

巣   植 41 ｎ
υ 151 206

平  均 42 139 189

区  分

60年 度 61降 度 年 度

樹  高 根  元 樹  高 根  元 樹  高 根  元 胸  高

方 形 植 227 273 316

並 木 植 274 318 371 2.8

巣   植 281 335 4.8 397

平   均 309 359 4.7

区  分

63年 度 元 年 度 成 長 量 成 長 率

樹  高 胸  高 樹  高 胸  高 樹  高 胸  高 樹  高

方 形 植 347 385 3.0 342 3.0 795%

並 木 植 386 448 4.0 407 4.0 993

巣   植 423 466 4.0 425 1037

平  均 385 433 391 931

昭和 55～ 56年度の成長量は、寒害による芯枯が多く、平均樹高で 8`″、 1 lC″ と低 く、掲

(3)糞兵奮二lk数及び成長量   れ́ギレ

樹  種
本 / 数 成  長  量 HA当 り

本  数|ま つ が 酵P´曳′ 計 樹  高 胸   高

ィテ イガ シ 13 567 5.9 2,708

ア ラ カ ン 4 4 410 3.2 833

コ  ジ  イ l l 468 3.3 208

計 18 526 底
υ 3,749

本表は、試験地内の上部、中部、下部の 3ケ所 (4″ X4× 3=48イ )に調査箇所を設定し、

ぼう芽等で天然に発生した有用広葉樹 を平成元年度に調査したものである。
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4.考  察

(1)活 着 率           ,

ィテイガンの活着率は、一般的によくないとされているが、当該試験では全般的によく、処理

方法別の差は少なく、枝葉を摘出したもの、メネデール液に根を浸したもの、赤土 ドロ汁に根を

浸したものが 97%と 、無処理の 90%に比べ良好な活着を示 した。

(2)樹高成長量

植栽後 2年間は、寒害による芯枯れが多く86m、 116π とl_Aか ったが、 3年 目か ら旺盛 となっ

た。

植付方法別成長量は、 3年 目までは殆んど差がないが、 4成長期 (58年)か らの巣植の成長

が優れ、その後も下図に示すとおり巣植がよく、平成元年度の調査では植付時の 1,037%と な

り、続いて並木植が 993%と よく、方形植は 795%で 最 もよい巣植の 77%で ある。

天然更新 した有用樹の成長量は、人工植栽木の平均樹高 391ι″に対 し、 567θ″と1 7 6CZ

も大 きく旺盛である。

植 付 方 式 別 成 長 量

磁

００５

400

56Z■   57     58     59     60     61     62     63      1

200

100

l⇒

ま

広菫樹1然点

'11ぼ

ぅ芽等が旺盛 な林分では、天然更新が有利である。

(2)ぼう芽等による成立本数が少なく植込みを行 う場合は、巣植方式が得策 と考えられる。なお、

今回は、巣植の苗間を 60θ解としたが、植込本数、除間伐の時期など、今後検討してい く必要が

ある。

(3)植付は、活着率の調査結果から「枝葉を摘出する方法」が簡易で良策と考えられる。
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